石川県勤労者山岳連盟　事故報告書
この報告書は、石川県勤労者山岳連盟の中で発生した事故について共有する事を目的とします。
事故原因の究明や事故対策については、各会で実施して下さい。

ただし石川県連の協力が必要な時には、協力いたします。
	発生日時
	　　2022年　5月　4日 　　8時　50分頃
	
	報告日
	2022年  　6月　 10日

	発生場所
	剱岳東大谷中尾根（分蔵尾根）
h=2730付近

	
	山岳会
	めっこ山岳会

	
	
	
	報告者
	浅瀬和人

	天候
	晴れ
	
	
	

	パーティー
	浅瀬和人（48）、板垣亜由（41）（ＳＬ）：めっこ山岳会
Ｎ（女性・50）、Ｏ（男性・41）：めっこ山岳会OB
Ｆ（男性・54）（ＣＬ）、Ｍ（女性・37）：他山岳会

	事故状況

及び

ケガ状況
	5月４日８時５０分頃、めっこ山岳会OBのＯ（男性・41）が、文蔵尾根（h=2730付近）の岩稜をリードで登攀中、岩場上部の草付きにバイルを刺して登ろうとした所、バイルが抜け、約６メートル滑落。滑落により右足を骨折。自力下山が不可能であると判断し、富山県警救助隊に救助要請をし、ヘリでピックアップされました。
病院での診察、検査（MRI）で距骨不全骨折（ひびが入っている）、腓骨遠位端骨折で全治3か月と診断

	事故原因
	滑落した岩場は手がかりや足がかりが乏しく、上部の草付きにバイルを刺して上がるしかなかった。岩場をもう少し右手に回り込んだ凹部からは岩場上部に抜ける事が出来た。事故原因を上げるならルーファイミスが大きな要因と言える。



	事故再発

防止
	岩場に取り付く際に、パーティーで登るルートについて詳細に確認を行っていれば事故を回避できたかもしれない。
今回の事故で、早々に救助要請をする判断を下した事は、良かったと思います。自力下山にこだわるあまり救助要請が遅れ、歩行困難な事故者の怪我の悪化、事故者への随行に伴う２次遭難の発生といったリスクを生じる事にもなります。
またもう一つ、携帯電話が繋がる場所であった事、ヘリが飛べる天候であった事は最大の『幸運』だったと思います。その『幸運』に助けられて、事故の拡大（怪我の悪化、2次遭難、など）を防ぐ事ができました。

	全国連盟
	事故一報
事故発生から３０日以内
	報告済　　　　未報告　　　報告しない

	
	労山基金申請
申請期限は事故日より１年
	


